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セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
人
格
権
ア
プ
ロ
ー
チ
と
性
差
別
ア
プ
ロ
ー
チ
の
並
存

山

﨑

文

夫

は
じ
め
に

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
概
念
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
生
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
主
と
し
て
一
九
六
四
年
公
民
権
法
第

七
編
上
の
性
差
別
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が（

１
）、

わ
が
国
や
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
大
陸
法
系
諸
国
に
お
い
て
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
性
差
別
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い（

２
）。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
被
害
者
の
選
択
に
よ
り
公

民
権
法
第
七
編
の
み
な
ら
ず
不
法
行
為
や
刑
事
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず（

３
）、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
性
差
別

で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
ご
と
く
理
論
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
当
初
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
勧
告
で
あ

は
じ
め
に

一

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

差
別
法
理

二

Ｅ
Ｕ
指
令
と
フ
ラ
ン
ス
国
内
法

む
す
び

＊
〔
翻
訳
資
料
〕
共
同
体
法
差
別
禁
止
分
野
へ
の
適
合
規

定
を
定
め
る
二
〇
〇
八
年
五
月
二
七
日
の
法
律
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る
Ｅ
Ｃ
委
員
会
「
労
働
に
お
け
る
男
性
と
女
性
の
尊
厳
の
保
護
に
関
す
る
勧
告
」（
一
九
九
一
年
一
一
月
二
七
日
）
に
お
い
て
、
「
第
一

条

構
成
国
は
、
上
司
及
び
同
僚
の
行
為
を
含
む
職
場
に
お
け
る
男
性
及
び
女
性
の
尊
厳
を
冒
す
性
的
性
質
を
有
す
る
行
為
そ
の
他
の
性

に
基
づ
く
行
為
は
、
次
の
場
合
に
は
許
容
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
、
及
び
、
か
か
る
行
為
は
、
一
定
の
状
況
の
も
と
で
は
、

指
令
七
六
／
二
〇
七
／
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
第
三
条
、
第
四
条
及
び
第
五
条
の
意
味
す
る
平
等
取
扱
原
則
に
違
反
す
る
こ
と
が
あ
る
と
の
認
識
を
促

進
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
を
勧
告
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
男
性
及
び
女
性
の
尊
厳
を
冒

す
性
に
基
づ
く
行
為
と
定
義
さ
れ
、
一
定
の
条
件
の
下
で
は
性
差
別
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
の
二
つ
の
Ｅ
Ｕ
指
令
、
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
九
日
の
人
種
・
民
族
均
等
指
令
（
二
〇
〇
〇
／
四
三

／
Ｅ
Ｃ
）
と
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
二
七
日
の
雇
用
労
働
平
等
取
扱
一
般
枠
組
指
令
（
二
〇
〇
〇
／
七
八
／
Ｅ
Ｃ
）、
及
び
二
〇
〇
二
年
九

月
二
三
日
の
男
女
均
等
待
遇
指
令
（
二
〇
〇
二
／
七
三
／
Ｅ
Ｃ
）
は
、
各
種
差
別
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
拡
大
さ
れ
た
差
別
概
念

（l’élargissementde
la

notion
de

discrimination

）、
す
な
わ
ち
直
接
差
別
（discrimination

direct

）、
間
接
差
別

（discrimination
indirect

）
及
び
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（harcèlement

discriminatoire
ou

harcèlement
procédant

d’un

motifdiscriminatoire

）
を
包
摂
す
る
差
別
概
念
を
採
用
し
、
上
記
男
女
均
等
待
遇
指
令
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
性

差
別
と
み
な
し
て
い
る
が（

４
）、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（harcèlementsexuel

）
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

現
象
そ
の
も
の
（un

phénomène
en

soi

）
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
差
別
と
の
結
び
つ
き
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い（

５
）。

フ

ラ
ン
ス
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
を
国
内
法
化
す
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
に
よ
る
二
度
の
催
告
と
制
裁
も
辞
さ
な
い
と
の
勧
告
に
従
い
、
つ
い
に
、

「
共
同
体
法
差
別
禁
止
分
野
へ
の
適
合
規
定
を
定
め
る
二
〇
〇
八
年
五
月
二
七
日
の
法
律
（Loi

no2008-496
du

27
mai

2008

portant
diverses

dispositions
d’adaptation

au
droit

communautaire
dans

le
domaine

de
la

lutte
contre

les

discriminations,Journalofficielde
la

République
française,28

mai2008,p.8801.

）」を
制
定
し
、
Ｅ
Ｕ
の
拡
大
さ
れ
た
差
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別
概
念
を
導
入
し
た
が
、
同
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
従
来
の
厳
密
な
意
味
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
概
念
（harcèlement

stricto
sensu

）
を

廃
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、
同
概
念
と
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
概
念
と
の
関
連
が
法
的
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
（
二
〇
〇
八
年
法
条
文

に
つ
い
て
は
後
掲
拙
訳
資
料
を
参
照（

６
））。

本
稿
は
、
わ
が
国
と
同
じ
大
陸
法
系
諸
国
に
属
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
上
記
二
〇
〇
八
年
法
に
関
連
す
る
状
況
を
紹
介
し
、
わ
が
国
で
民
事

判
例
の
積
み
重
ね
に
よ
り
主
と
し
て
人
格
権
侵
害
の
不
法
行
為
と
し
て
構
成
さ
れ
て
き
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

差
別
法
理
の
も
つ
意
味
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
ア
メ
リ
カ
公
民
権
法
の
よ
う
な
差
別
禁
止
法
が
存
在
し
な
い
た
め
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
性
差
別
と
構
成
す
る
こ
と
に
は
、
実
定
法
上
の
根
拠
を
欠
く
が
ゆ
え
に
困
難
を
伴
っ
て
い
る
。

一

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
差
別
法
理

Ｅ
Ｕ
の
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
九
日
の
人
種
・
民
族
均
等
指
令
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
第
二
条
（
差
別
概
念
）

１

こ
の
指
令
の
目
的
に
関
し
、
均
等
待
遇
原
則
と
は
、
人
種
又
は
民
族
的
出
自
に
基
づ
く
直
接
又
は
間
接
の
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。
…
…
３

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
人
種
又
は
民
族
的
出
自
に
関
す
る
求
め
ら
れ
ざ
る
行
為
が
人
の
尊
厳
を
侵
害
し
、

か
つ
、
脅
迫
的
、
敵
対
的
、
冒
涜
的
、
屈
辱
的
又
は
攻
撃
的
な
環
境
を
作
り
出
す
目
的
又
は
効
果
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
と
き
、
第
一
項
に

定
め
る
差
別
と
み
な
す
。
本
項
に
関
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
概
念
は
、
構
成
国
の
立
法
及
び
慣
行
に
従
い
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と

規
定
す
る
。
同
様
に
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
二
七
日
の
雇
用
労
働
平
等
取
扱
一
般
枠
組
指
令
も
、
「
第
二
条
（
差
別
概
念
）
…
…
３

人

の
尊
厳
を
侵
害
す
る
目
的
又
は
効
果
を
有
し
、
か
つ
、
脅
迫
的
、
敵
対
的
、
冒
瀆
的
、
屈
辱
的
又
は
攻
撃
的
な
環
境
を
作
り
出
す
目
的
又

は
効
果
を
有
す
る
、
第
一
条
に
定
め
る
事
由
〔
＊
筆
者
註
〜
宗
教
、
信
条
、
障
害
、
年
齢
又
は
性
的
嗜
好
〕
の
ひ
と
つ
に
結
び
つ
い
た
望
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ま
れ
な
い
行
為
が
行
わ
れ
る
と
き
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
本
条
第
一
項
に
定
め
る
差
別
の
一
形
態
と
み
な
す
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
概
念
は
、

構
成
国
の
立
法
及
び
慣
行
に
従
い
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
す
る
。

そ
の
後
の
、
二
〇
〇
二
年
九
月
二
三
日
の
男
女
均
等
待
遇
指
令
も
、
「
第
二
条

…
…
３

こ
の
指
令
の
意
味
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及

び
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
性
を
理
由
と
す
る
差
別
と
み
な
し
、
禁
止
す
る
。」
と
規
定
し
、
こ
の
指
令
を
改
編
し
た
二
〇

〇
六
年
七
月
五
日
の
男
女
均
等
待
遇
指
令
も
、
「
第
二
条
（
定
義
）
…
…
２

こ
の
指
令
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
が
差
別
に
含

ま
れ
る
。
⒜
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
並
び
に
人
が
か
か
る
行
為
を
拒
否
し
た
こ
と
又
は
受
け
入
れ
た
こ
と

に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
不
利
益
待
遇
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
指
令
は
、
い
わ
ゆ
る
拡
大
さ
れ
た
差
別
概
念
、
す
な
わ
ち
直
接
差
別
、
間
接
差
別
及
び
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
包
摂
す
る

差
別
概
念
を
採
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
拡
大
さ
れ
た
差
別
概
念
の
う
ち
、
間
接
差
別
の
導
入
は
Ｅ
Ｕ
裁
判
所
判
例
に
そ
の
源
を
持
つ
も
の

で
あ
る
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
差
別
概
念
へ
の
包
摂
は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
独
自
の
業
績
で
あ
る（

７
）。

す
な
わ
ち
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
、
性
の
み
な
ら
ず
、
障
害
、
年
齢
、
人
種
、
宗
教
等
を
含
め
た
機
会
平
等
へ
向
け
た
Ｅ
Ｕ
社
会
政

策
思
想
の
転
換
が
あ
り
、
同
年
代
末
、
欧
州
に
お
い
て
急
速
に
人
種
問
題
が
緊
急
の
解
決
議
題
と
な
っ
た
た
め
、
Ｅ
Ｕ
は
、
一
九
九
七
年

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
に
よ
り
ロ
ー
マ
条
約
第
一
三
条
を
改
正
し
、
「
こ
の
条
約
の
他
の
規
定
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
か
つ
、
こ
の
条
約

に
よ
り
欧
州
共
同
体
に
付
託
さ
れ
た
権
限
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
理
事
会
は
、
委
員
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
欧
州
議
会
に
諮
問
し
た
後
、

全
会
一
致
に
よ
り
、
性
、
人
種
若
し
く
は
民
族
的
出
自
、
宗
教
若
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
又
は
性
的
嗜
好
に
基
づ
く
差
別
と
闘
争
す

る
た
め
に
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
し
た
う
え
で
、
上
記
二
〇
〇
〇
年
両
指
令
及
び
二
〇
〇
二
年
指
令
が
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
差
別
概
念
に
包
摂
す
る
規
定
を
定
め
た
の
で
あ
る（

８
）。

こ
の
規
定
は
、
一
九
九
八
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
雇
用
均
等
法
や
一
九
九
九

年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
差
別
禁
止
法
な
ど
の
各
国
差
別
禁
止
法
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
、
職
場
に
お
け
る
差
別
か
ら
の
完
全
な
保
護
の
た
め
に
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は
差
別
か
ら
の
保
護
に
幾
分
か
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
の
保
護
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る（

９
）。

差
別
と
し
て
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
確
か
に
存
在
す
る
が
、
現
実
に
生
じ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
か
な
り
の
部
分
は
、
必
ず
し
も
特
定
の
差

別
事
由
に
よ
り
動
機
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
に
は
、
様
々
な
法
的
基
礎
に
基
づ
く
様
々
な
定
義

と
様
々
な
問
題
処
理
手
続
が
必
要
で
あ
る（

１０
）。

こ
の
新
し
い
概
念
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
有
用
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
か
否
か
は
時
間
の
み
が

解
決
す
る
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

１１
）。

二

Ｅ
Ｕ
指
令
と
フ
ラ
ン
ス
国
内
法

一

フ
ラ
ン
ス
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法
理

フ
ラ
ン
ス
は
、
前
述
の
よ
う
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
現
象
そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
一
九
九
二
年
新
刑
法
典
に
お
い
て
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
同
年
の
労
働
法
典
改
正
に
よ
り
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
者
の
雇
用
保

護
規
定
や
予
防
規
定
を
定
め
た
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
上
記
二
〇
〇
〇
年
の
Ｅ
Ｕ
諸
指
令
を
受
け
て
、
二
〇
〇
二
年
の
社
会
近
代
化

法
に
よ
り
刑
法
典
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
を
改
正
す
る
と
と
も
に（「
刑
法
典
二
二
二
―
三
三
条

人
が
性
的
好
意
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
他
人
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
行
為
は
、
一
年
の
拘
禁
及
び
一
万
五
千
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
す
る
。」）、
刑
法
典
に

モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
を
新
設
し（「
二
二
二
―
三
三
条
―
二
条

他
人
の
権
利
若
し
く
は
尊
厳
を
毀
損
し
、
身
体
的
若
し
く
は
精
神

的
健
康
を
悪
化
さ
せ
、
又
は
職
業
的
将
来
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
労
働
条
件
の
毀
損
を
目
的
と
し
若
し
く
は
そ
の
効
果
を
有
す
る
反
復

的
行
為
に
よ
り
他
人
を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
す
る
行
為
は
、
一
年
の
拘
禁
及
び
一
万
五
千
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
す
る
。」）、
労
働
法
典
に
も
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
の
労
働
者
の
雇
用
保
護
規
定
や
予
防
規
定
を
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
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（
二
〇
〇
八
年
労
働
法
典
改
正
後
の
現
行
条
文
に
よ
る
）、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（harcèlementmoral=

Ｅ
Ｕ
や
イ
ギ
リ
ス
で
い
う
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
に
独
自
に
対
応
し
て
き
た（

１２
）。

「
労
働
法
典

第
五
編

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

第
一
章

適
用
範
囲

Ｌ
・
一
一
五
一
―
一
条

こ
の
編
の
諸
規
定
は
、
私
法
上
の
使
用
者
及
び
そ
の
被
用
者
に
適
用
す
る
。

こ
の
編
の
諸
規
定
は
、
私
法
上
の
条
件
に
よ
り
雇
用
さ
れ
る
公
法
人
の
従
業
員
に
も
適
用
す
る
。

第
二
章

モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

Ｌ
・
一
一
五
二
―
一
条

い
か
な
る
労
働
者
も
、
そ
の
権
利
若
し
く
は
尊
厳
を
毀
損
し
、
身
体
的
若
し
く
は
精
神
的
健
康
を
悪
化
さ
せ
、

又
は
職
業
的
将
来
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
労
働
条
件
の
毀
損
を
目
的
と
し
若
し
く
は
そ
の
効
果
を
有
す
る
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

反
復
的
行
為
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

Ｌ
・
一
一
五
二
―
二
条

い
か
な
る
労
働
者
も
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
反
復
的
行
為
を
拒
絶
し
た
こ
と
若
し
く
は
受
け
た
こ
と
、

又
は
か
か
る
行
為
に
つ
い
て
証
言
し
た
こ
と
若
し
く
は
供
述
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
懲
戒
さ
れ
、
解
雇
さ
れ
、
又
は
、
と
く
に
、
賃

金
、
教
育
、
格
付
、
昇
進
、
異
動
若
し
く
は
契
約
更
新
に
つ
い
て
、
直
接
的
若
し
く
は
間
接
的
な
差
別
措
置
の
対
象
と
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。Ｌ

・
一
一
五
二
―
三
条

Ｌ
・
一
一
五
二
―
一
条
及
び
Ｌ
・
一
一
五
二
―
二
条
の
規
定
に
違
反
す
る
労
働
契
約
の
破
棄
、
規
定
又
は
行

為
は
、
無
効
と
す
る
。

Ｌ
・
一
一
五
二
―
四
条

使
用
者
は
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

Ｌ
・
一
一
五
二
―
五
条

モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
行
っ
た
労
働
者
は
、
懲
戒
処
分
さ
れ
る
。
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Ｌ
・
一
一
五
二
―
六
条

自
己
を
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
者
と
思
慮
す
る
者
又
は
そ
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
者
は
、
調
停
手

続
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
停
人
の
選
出
は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
。
調
停
人
は
、
両
当
事
者
の
関
係
状
態
を
伝
達
さ
れ
る
。

調
停
人
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
両
当
事
者
を
調
停
し
、
書
面
に
よ
る
提
案
を
試
み
る
も
の
と
す
る
。

調
停
が
不
成
立
の
と
き
、
調
停
人
は
、
両
当
事
者
に
課
せ
ら
れ
う
る
制
裁
及
び
被
害
者
の
た
め
の
手
続
的
保
障
を
伝
達
す
る
も
の
と
す

る
。

第
三
章

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

Ｌ
・
一
一
五
三
―
一
条

自
己
又
は
他
人
の
利
益
の
た
め
に
、
性
的
好
意
を
得
る
た
め
の
い
か
な
る
人
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
も
禁
止

さ
れ
る
。

Ｌ
・
一
一
五
三
―
二
条

い
か
な
る
労
働
者
も
、
採
用
、
企
業
内
研
修
又
は
企
業
内
教
育
の
応
募
者
も
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
行
為
を
受
け
た
こ
と
又
は
拒
絶
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
懲
戒
さ
れ
、
解
雇
さ
れ
、
又
は
、
と
く
に
、
賃
金
、
教
育
、
格
付
、
配

属
、
資
格
、
職
階
、
昇
進
、
異
動
又
は
契
約
更
新
に
つ
い
て
、
直
接
的
若
し
く
は
間
接
的
な
差
別
措
置
の
対
象
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

Ｌ
・
一
一
五
三
―
三
条

い
か
な
る
労
働
者
も
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
証
言
し
た
こ
と
又
は
供
述
し
た
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
懲
戒
さ
れ
、
解
雇
さ
れ
又
は
差
別
措
置
の
対
象
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

Ｌ
・
一
一
五
三
―
四
条

Ｌ
・
一
一
五
三
―
一
条
乃
至
Ｌ
・
一
一
五
三
―
三
条
の
規
定
に
違
反
す
る
規
定
及
び
行
為
は
、
無
効
と
す
る
。

Ｌ
・
一
一
五
三
―
五
条

使
用
者
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
の
防
止
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

Ｌ
・
一
一
五
三
―
六
条

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
を
行
っ
た
労
働
者
は
懲
戒
処
分
さ
れ
る
。
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第
四
章

提

訴

Ｌ
・
一
一
五
四
―
一
条

Ｌ
・
一
一
五
二
―
一
条
乃
至
Ｌ
・
一
一
五
二
―
三
条
及
び
Ｌ
・
一
一
五
三
―
一
条
乃
至
Ｌ
・
一
一
五
三
―
四

条
の
適
用
に
関
す
る
紛
争
が
生
じ
た
と
き
、
採
用
、
研
修
若
し
く
は
企
業
内
教
育
の
応
募
者
又
は
労
働
者
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
存
在
を

推
定
せ
し
め
る
事
実
を
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
要
素
に
鑑
み
、
行
為
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
構
成
し
な
い
こ
と
及
び
決
定
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
関
わ
り
な
い
客
観
的
要
素
に
よ

り
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
す
る
の
は
、
被
告
と
さ
れ
る
当
事
者
の
責
任
で
あ
る
。

裁
判
官
は
、
必
要
な
と
き
は
、
有
用
と
思
慮
す
る
指
示
措
置
を
命
じ
た
の
ち
、
心
証
を
形
成
す
る
も
の
と
す
る
。

Ｌ
・
一
一
五
四
―
二
条

企
業
の
代
表
的
労
働
組
合
組
織
は
、
Ｌ
・
一
一
五
二
―
一
条
乃
至
Ｌ
・
一
一
五
二
―
三
条
及
び
Ｌ
・
一
一
五

三
―
一
条
乃
至
Ｌ
・
一
一
五
三
―
四
条
に
よ
る
訴
訟
を
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

企
業
の
代
表
的
労
働
組
合
組
織
は
、
前
条
に
規
定
す
る
条
件
に
お
い
て
当
該
企
業
の
労
働
者
の
た
め
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

関
係
者
の
書
面
に
よ
る
同
意
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

関
係
者
は
、
労
働
組
合
の
訴
訟
に
い
つ
で
も
参
加
し
、
い
つ
で
も
参
加
を
取
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章

罰

則

Ｌ
・
一
一
五
五
―
一
条

Ｌ
・
一
一
五
二
―
六
条
に
定
め
る
調
停
人
の
正
当
な
職
務
執
行
を
妨
げ
又
は
妨
げ
よ
う
と
す
る
行
為
は
、
一

年
の
拘
禁
及
び
三
七
五
〇
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
す
る
。

Ｌ
・
一
一
五
五
―
二
条

Ｌ
・
一
一
五
二
―
一
条
及
び
Ｌ
・
一
一
五
三
―
一
条
に
定
め
る
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
行
為
は
、
一
年
の
拘
禁
及
び
三
七
五
〇
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
す
る
。

裁
判
所
は
、
補
充
刑
と
し
て
、
刑
法
典
一
三
一
―
三
五
条
に
定
め
る
条
件
に
お
い
て
有
罪
と
さ
れ
た
者
の
費
用
で
判
決
文
の
掲
示
を
命
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じ
、
か
つ
、
そ
の
指
定
す
る
新
聞
へ
の
判
決
文
の
全
部
又
は
一
部
の
掲
載
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
費
用
は
、
命
じ
ら
れ
る
罰
金

の
上
限
額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

Ｌ
・
一
一
五
五
―
三
条

刑
の
宣
告
延
期
に
関
す
る
刑
法
典
一
三
二
―
五
八
条
乃
至
一
三
二
―
六
二
条
の
規
定
は
、
Ｌ
・
一
一
五
二
―

一
条
及
び
Ｌ
・
一
一
五
三
―
一
条
の
規
定
違
反
の
訴
追
に
適
用
さ
れ
る
。

裁
判
所
は
、
判
決
の
仮
執
行
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｌ
・
一
一
五
五
―
四
条

宣
告
延
期
の
審
問
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
刑
の
免
除
を
宣
告
す
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
。」

そ
れ
ゆ
え
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
上
記
Ｅ
Ｕ
諸
指
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
二
年
社
会
近
代
化
法
を
制
定
し
た
も
の
の
、
二
〇
〇
八

年
五
月
二
七
日
の
法
律
ま
で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
差
別
と
み
な
す
法
改
正
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
差
別
と
み
な
す
観
念
が
も
と
も
と
存
在
せ
ず
、
こ
れ
は
、
上
記
人
種
・
民
族
均
等
指
令
第
二
条
第

三
項
等
の
「
本
項
に
関
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
概
念
は
、
構
成
国
の
立
法
及
び
慣
行
に
従
い
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
の
規
定
を
最

大
限
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
平
等
と
い
え
ば
一
七
八
九
年
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
由
来
す
る
す
べ
て
の
個
人
間
の
形
式

的
平
等
の
観
念
が
強
く
、
差
別
に
つ
い
て
は
、
人
種
差
別
に
関
す
る
一
九
七
二
年
七
月
一
日
の
法
律
以
来
、
主
と
し
て
刑
事
的
に
差
別
が

禁
止
さ
れ
て
き
て
お
り
、
刑
法
典
や
労
働
法
典
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
差
別
禁
止
規
定
は
あ
る
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
差
別
に
結
び

つ
か
な
い
現
象
そ
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
て
、
Ｅ
Ｕ
の
拡
大
さ
れ
た
差
別
概
念
を
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て

否
定
的
に
評
価
す
る
傾
向
が
強
い
の
で
あ
る（

１３
）。

「
刑
法
典
第
二
二
五
―
一
条

そ
の
出
自
、
性
、
家
族
状
況
、
妊
娠
、
身
体
的
外
観
、
姓
、
健
康
状
態
、
障
害
、
遺
伝
的
特
質
、
風
習
、

性
的
嗜
好
、
年
齢
、
政
治
的
意
見
、
労
働
組
合
活
動
、
又
は
民
族
、
国
民
、
人
種
若
し
く
は
特
定
宗
教
へ
の
真
実
若
し
く
は
推
定
に
よ
る

帰
属
若
し
く
は
不
帰
属
を
理
由
と
し
て
、
自
然
人
の
間
で
な
さ
れ
る
区
別
は
差
別
を
な
す
。
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法
人
構
成
員
の
全
部
又
は
一
部
の
出
自
、
性
、
家
族
状
況
、
身
体
的
外
観
、
姓
、
健
康
状
態
、
障
害
、
遺
伝
的
特
質
、
風
習
、
性
的
嗜

好
、
年
齢
、
政
治
的
意
見
、
労
働
組
合
活
動
、
又
は
民
族
、
国
民
、
人
種
若
し
く
は
特
定
宗
教
へ
の
真
実
若
し
く
は
推
定
に
よ
る
帰
属
若

し
く
は
不
帰
属
を
理
由
と
し
て
、
法
人
の
間
で
な
さ
れ
る
区
別
も
差
別
を
な
す
。

第
二
二
五
―
二
条

自
然
人
又
は
法
人
に
対
し
て
な
さ
れ
る
第
二
二
五
―
一
条
に
定
め
る
差
別
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
、
三
年
の
拘
禁

及
び
四
万
五
千
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
す
る
。

１

財
産
又
は
役
務
の
提
供
を
拒
否
し
た
と
き
。

２

経
済
活
動
の
通
常
の
行
使
を
妨
げ
た
と
き
。

３

人
の
雇
入
れ
を
拒
否
し
、
懲
戒
し
又
は
解
雇
し
た
と
き
。

４

財
産
又
は
役
務
の
提
供
を
第
二
二
五
―
一
条
が
掲
げ
る
要
素
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
く
条
件
に
服
属
さ
せ
た
と
き
。

５

雇
用
の
提
供
、
研
修
要
求
又
は
企
業
内
教
育
期
間
を
第
二
二
五
―
一
条
が
掲
げ
る
要
素
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
く
条
件
に
服
属
さ
せ

た
と
き
。

６

社
会
保
障
法
典
Ｌ
・
四
一
二
―
八
条
第
二
号
に
定
め
る
研
修
に
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
と
き
。

第
一
号
に
定
め
る
差
別
的
拒
否
が
公
共
の
採
用
場
所
で
行
わ
れ
た
と
き
又
は
そ
こ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
る
目
的
で
行
わ
れ
た
と
き
は
、

五
年
の
拘
禁
及
び
七
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
罰
金
に
処
す
る
。」

「
労
働
法
典
Ｌ
・
一
一
三
二
―
一
条
〔
二
〇
〇
八
年
法
改
正
前
〕
そ
の
出
自
、
性
、
風
習
、
性
的
嗜
好
、
年
齢
、
家
族
状
況
、
妊
娠
、

遺
伝
的
特
質
、
民
族
、
国
民
若
し
く
は
人
種
へ
の
真
実
若
し
く
は
推
定
に
よ
る
帰
属
若
し
く
は
不
帰
属
、
政
治
的
意
見
、
労
働
組
合
若
し

く
は
共
済
組
合
活
動
、
宗
教
的
信
条
、
身
体
的
外
観
、
姓
、
健
康
状
態
又
は
障
害
を
理
由
と
し
て
、
な
ん
び
と
も
、
採
用
手
続
又
は
研
修

若
し
く
は
企
業
内
教
育
期
間
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
ら
れ
ず
、
い
か
な
る
労
働
者
も
、
懲
戒
さ
れ
、
解
雇
さ
れ
、
又
は
直
接
的
若
し
く
は
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間
接
的
差
別
措
置
、
と
く
に
、
Ｌ
・
三
二
二
一
―
三
条
の
意
味
す
る
報
酬
、
利
益
分
配
若
し
く
は
株
式
分
配
、
教
育
、
格
付
、
配
置
、
資

格
、
職
階
、
昇
進
、
異
動
又
は
契
約
更
新
に
関
し
て
、
差
別
措
置
の
対
象
と
さ
れ
な
い
。」

Ｅ
Ｕ
理
事
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
、
二
〇
〇
〇
年
雇
用
労
働
平
等
取
扱
一
般
枠
組
指
令
及
び
二
〇
〇
二
年
男
女
均
等
待
遇
指
令
に

関
す
る
二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日
の
二
つ
の
催
告
と
、
二
〇
〇
七
年
六
月
二
七
日
の
勧
告
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定

義
は
Ｅ
Ｕ
指
令
に
適
合
し
な
い
と
評
価
し
、
制
裁
も
辞
さ
な
い
と
の
態
度
を
示
し
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
急
遽
、
二
〇
〇
八
年
法
を
制

定
す
る
に
至
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
理
事
会
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
適
合
し
な
い
理
由
と
し
て
、
①
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
差
別
事
由

と
関
わ
り
な
く
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
差
別
に
関
す
る
法
的
安
全
を
欠
く
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
②
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
行
為
の
反
復
性
を
要
件
と
し
て
い
る
た
め
、
過
度
の
一
回
的
行
為
の
被
害
者
を
保
護

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
③
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
典
の
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
は
労
働
条
件
低
下
を
要
件
と
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
指

令
の
脅
迫
的
、
敵
対
的
、
冒
瀆
的
、
屈
辱
的
又
は
攻
撃
的
な
環
境
を
作
り
出
す
目
的
又
は
効
果
の
要
件
と
比
べ
て
限
定
的
で
あ
る
こ
と
、

④
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
れ
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
れ
、
直
接
に
は
差
別
と
性
格
づ
け
ら
れ

な
い
も
の
で
あ
る
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
差
別
に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
そ
れ
を
差
別
形
態
と
性
格
づ
け
る
Ｅ
Ｕ
指
令
で
は
そ
う
で
は
な
い

こ
と
を
指
摘
し
て
い
た（

１４
）。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
八
年
法
の
審
議
に
お
い
て
も
、
と
く
に
元
老
院
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
平
等
モ
デ
ル
と

異
な
る
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
諸
国
か
ら
着
想
を
得
た
共
同
体
の
非
差
別
（non-discrimination

）
モ
デ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
か
け
離
れ
た
社
会
職
業
関
係
を
生
み
出
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
お
り
、
法
案
報
告
者
デ
ィ
ニ
議
員
も
、

Ｅ
Ｕ
の
差
別
概
念
は
、
不
平
等
が
常
に
差
別
か
ら
生
じ
る
と
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
価
値
の
共
通
と
原
則
の
普
遍
性
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
内
向
的
で
、
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
触
発
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
各
人
は
、
国
家
共
同
体
に
属
す
る
個
人
と
し
て



平成法政研究 第１４巻第２号 94

よ
り
も
、
差
別
さ
れ
た
集
団
の
構
成
員
と
し
て
自
己
を
観
念
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

１５
）。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
破
毀
院
社
会
部
は
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
四
日
の
判
決
で
、
反
復
行
為
が
な
い
と
き
は
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
当
た
ら
な
い
と
の
判
断
を
下
し
て
い
る（

１６
）。

そ
も
そ
も
、
国
際
条
約
や
Ｅ
Ｕ
の
指
令
な
ど
の
国
際
的
法
源
の
条
文
は
、
し
ば
し
ば
和
解
や
妥
協
の
産
物
で
あ
り
、
法
規
定
や
法
制
度

が
創
設
さ
れ
て
も
、
国
内
法
の
性
質
決
定
及
び
概
念
か
ら
ま
っ
た
く
か
け
離
れ
て
い
る
の
で
国
内
法
秩
序
に
組
み
込
む
こ
と
が
困
難
と
な

る
こ
と
が
あ
る（

１７
）。

フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
、
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
概
念
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。

二

二
〇
〇
八
年
五
月
二
七
日
の
法
律
と
二
つ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
概
念
の
並
存

二
〇
〇
八
年
五
月
二
七
日
の
法
律
第
一
条
は
、
直
接
差
別
（
第
一
項
）、
間
接
差
別
（
第
二
項
）
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
第
三
項
第
一

号
）
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

「
第
一
条

直
接
差
別
と
は
、
民
族
若
し
く
は
人
種
へ
の
真
実
の
若
し
く
は
推
定
に
よ
る
帰
属
若
し
く
は
不
帰
属
、
宗
教
、
信
条
、
年

齢
、
障
害
、
性
的
嗜
好
又
は
性
に
基
づ
い
て
、
人
が
、
現
在
、
過
去
又
は
未
来
に
お
け
る
比
較
可
能
な
状
況
に
お
い
て
、
他
の
人
よ
り
不

利
益
に
取
り
扱
わ
れ
る
状
況
を
い
う
。

間
接
差
別
と
は
、
外
観
上
は
中
立
的
な
規
定
、
基
準
又
は
慣
行
で
、
第
一
項
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
い
て
、
あ
る
人
に
対

し
て
他
の
人
に
対
し
て
よ
り
も
特
別
の
不
利
益
を
引
き
起
こ
す
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定
、
基
準
又
は
慣
行
が
、
正
当
な
目
的

に
よ
り
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
、
か
つ
、
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
が
、
必
要
か
つ
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
は
な
い
。

差
別
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
。
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１

人
が
被
る
、
そ
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
目
的
若
し
く
は
効
果
を
有
し
又
は
脅
迫
的
、
敵
対
的
、
屈
辱
的
若
し
く
は
攻
撃
的
な
環
境
を

創
り
だ
す
目
的
若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
行
為
で
、
第
一
項
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
関
わ
る
行
為
及
び
性
的
意
味
を
有
す
る

行
為
。

２

第
二
条
が
禁
止
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
を
他
人
に
命
じ
る
行
為
。」

こ
れ
ら
の
規
定
は
、
労
働
契
約
に
関
わ
る
紛
争
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の
民
事
紛
争
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
（
刑
事
裁
判
に
は
適
用
さ

れ
な
い（

１８
））。

二
〇
〇
八
年
法
上
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
象
は
、
労
働
分
野
に
限
ら
れ
ず
、
広
く
私
法
分
野
に
拡
大
さ
れ
、
差
別
事
由
に
関

連
し
て
、
人
の
尊
厳
を
侵
害
し
、
脅
迫
的
、
敵
対
的
、
冒
涜
的
、
屈
辱
的
又
は
攻
撃
的
な
環
境
を
作
り
出
す
目
的
又
は
効
果
の
要
件
を
充

た
せ
ば
、
反
復
行
為
を
要
件
と
せ
ず
一
回
的
行
為
で
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当
す
る（

１９
）。

Ｅ
Ｕ
指
令
で
は
、
い
か
な
る
場
合
も
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
）
は
差
別
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
差
別
的
事
由
と
関
連
の
な
い
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
存
在
す
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
法
の
立
場
か
ら
批
判
や
懸
念

が
あ
り
、
議
会
で
の
法
案
審
議
中
に
も
議
員
か
ら
同
様
の
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
い
る（

２０
）。

フ
ラ
ン
ス
は
、
伝
統
的
に
職
務
上
の
権
限
濫
用
を

考
慮
す
る
な
ど
し
て
刑
法
典
の
性
犯
罪
規
定
を
整
備
し
て
き
た
し
、
前
述
の
よ
う
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
個

人
の
性
的
自
由
を
保
護
法
益
と
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
を
刑
法
典
に
規
定
し
、
所
定
の
要
件
を
充
た
す
性
暴
力
闘
争
団

体
と
代
表
的
労
働
組
合
に
訴
権
を
認
め
る
な
ど
、
独
自
の
法
規
制
を
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
、
男
女
の
尊
厳
の
保
護
を
目
的
と
し
た
前
述

の
Ｅ
Ｃ
委
員
会
「
労
働
に
お
け
る
男
性
と
女
性
の
尊
厳
の
保
護
に
関
す
る
勧
告
」（
一
九
九
一
年
一
一
月
二
七
日
）
と
共
通
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
る（

２１
）。

ま
た
、
心
理
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
反
証
が
な
い
限
り
差
別
問
題
で
は
な
く
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
性
差
別
問
題
と
み
な
す
試
み
は
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
法
を
弱
体
化
す
る
と
の
批
判
も
な
さ
れ
て
い
る（

２２
）。
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二
〇
〇
八
年
法
は
、
労
働
法
典
に
法
典
化
さ
れ
て
い
な
い
し
、
従
来
の
厳
密
な
意
味
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
を
廃
止
す
る
も
の
で

も
な
い
。
刑
法
典
及
び
労
働
法
典
上
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
従
来
の
定
義
は
、
そ
の
固
有
の
法
制
度
と
と
も
に
存
続
し
て
お
り
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
は
二
重
の
保
護
制
度
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
全
般
に
関
す
る
法
の
明
確
性
と
安
定
性
に
対
す
る
懸
念
が
表

明
さ
れ
て
い
る（

２３
）。

こ
の
二
つ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
概
念
の
関
連
を
明
確
化
す
る
役
割
は
、
破
毀
院
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
破
毀
院
は
、
競
合
各
制
度
の
領

域
を
明
確
に
し
て
い
な
い
の
で
、
裁
判
を
受
け
る
人
の
保
護
が
強
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る（

２４
）。

ま
た
、
当
然
、
差
別
的
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
概
念
を
同
法
第
一
条
第
三
項
第
一
号
に
丸
投
げ
し
、
両
概
念
の
調
整
を
し
て
い
な
い
立
法
者
に
も
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る（

２５
）。

二
〇
〇
八
年
法
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
（
第
一
条
第
三
項
第
一
号
）
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
出
自
等
を
動
機
と
す
る
無
礼
な
反
復

的
し
ぐ
さ
な
ど
の
使
用
者
や
同
僚
の
行
為
を
、
労
働
審
判
所
が
、
労
働
法
典
Ｌ
・
一
一
三
二
―
一
条
の
差
別
禁
止
規
定
に
規
定
さ
れ
て
い

な
い
行
為
に
つ
い
て
も
差
別
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
の
見
解
が
あ
り（「
労
働
法
典
Ｌ
・
一
一
三
二
―
一
条
〔
二
〇
〇
八
年
法
改
正

後
〕
い
か
な
る
人
も
、
そ
の
出
自
、
性
、
習
俗
、
性
的
嗜
好
、
年
齢
、
家
族
状
況
、
妊
娠
、
遺
伝
的
特
質
、
民
族
、
国
民
若
し
く
は
人
種

へ
の
真
実
若
し
く
は
推
定
に
よ
る
帰
属
若
し
く
は
不
帰
属
、
政
治
的
意
見
、
労
働
組
合
若
し
く
は
協
同
組
合
活
動
、
宗
教
的
信
条
、
身
体

的
外
観
、
姓
、
又
は
健
康
状
態
若
し
く
は
障
害
を
理
由
と
し
て
、
採
用
手
続
、
研
修
応
募
若
し
く
は
企
業
内
教
育
期
間
応
募
か
ら
排
除
さ

れ
て
は
な
ら
ず
、
い
か
な
る
労
働
者
も
、
懲
戒
さ
れ
、
解
雇
さ
れ
、
又
は
共
同
体
法
差
別
禁
止
分
野
へ
の
適
合
規
定
を
定
め
る
二
〇
〇
八

年
五
月
二
七
日
の
法
律
第
一
条
に
規
定
さ
れ
た
直
接
的
若
し
く
は
間
接
的
な
差
別
措
置
、
と
く
に
、
Ｌ
・
三
二
二
一
―
三
条
に
定
め
る
賃

金
、
利
益
分
配
若
し
く
は
株
式
分
配
、
教
育
、
格
付
、
配
置
、
資
格
、
職
階
、
昇
格
、
異
動
又
は
契
約
更
新
に
つ
い
て
、
差
別
措
置
の
対

象
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。」
＊
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
直
接
差
別
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意（

２６
））、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
も
、
二
〇
〇
八
年
法
に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
は
労
働
法
典
上
の
定
義
よ
り
も
広
く
、
あ
る
人
が
被
る
性
的
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意
味
を
有
す
る
行
為
で
、
そ
の
尊
厳
を
侵
害
し
又
は
脅
迫
的
、
敵
対
的
、
冒
瀆
的
、
屈
辱
的
若
し
く
は
攻
撃
的
な
環
境
を
作
り
出
す
目
的

又
は
効
果
を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
対
象
と
す
る
と
の
見
解
が
あ
る（

２７
）。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
者
は
、
従
来
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に
よ
る
被
害
に
つ
い

て
も
、
厳
密
な
意
味
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
禁
止
す
る
規
定
に
基
づ
い
て
裁
判
所
に
提
訴
し
て
、
損
害
賠
償
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、

同
法
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
見
解
が
あ
る（

２８
）。

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
〇
日
の
法
律
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
基
づ
く
義
務
を
遵
守
す
る
た
め
に
、
「
差
別
に
対

す
る
闘
い
と
平
等
の
た
め
の
高
等
機
関
（HA

LD
E=Haute

autorité
de

lutte
contre

les
discriminations

et
pour

égalité

）」を

創
設
し
た
。
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
は
、
独
立
行
政
機
関
と
し
て
裁
判
所
の
補
助
的
か
つ
代
替
的
機
能
を
担
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
差
別
を
訴
え

る
者
か
ら
直
接
申
立
を
受
け
て
、
調
査
や
調
停
を
行
う
権
限
、
勧
告
（
法
的
強
制
力
は
な
い
）
を
す
る
権
限
な
ど
が
与
え
ら
れ
て
い
る（

２９
）。

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
は
、
発
足
後
間
も
な
く
、
二
〇
〇
八
年
法
制
定
前
の
二
〇
〇
五
年
に
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
条
文
の
査
証
に
際
し
て
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
職
業
に
関
す
る
別
異
の
取
扱
い
と
な
る
以
上
、
そ
れ
は
、
そ
の
管
轄
に
属
す
る
と
の
見
解
を
示
し
て
お
り（

３０
）、

二
〇

〇
七
年
四
月
二
三
日
に
は
、
五
一
歳
・
勤
続
二
八
年
の
職
務
代
理
の
女
性
が
初
任
者
職
務
に
配
属
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
使
用
者
の
一

連
の
行
為
を
年
齢
に
基
づ
く
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
認
定
し
て
、
労
働
者
に
労
働
審
判
所
に
訴
え
る
よ
う
勧
告
し
た
例
が
あ
る
の
で（

３１
）、

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
勧
告
を
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
八
年
法
に
よ
り
、
従
来
の
厳
密
な
意
味
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
概
念
と
Ｅ
Ｕ
の
差
別
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的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
概
念
が
並
存
す
る
状
況
が
生
ま
れ
て
お
り
、
両
者
の
関
連
の
明
確
化
が
破
毀
院
判
例
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
破
毀
院

は
、
既
存
の
厳
密
な
意
味
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
概
念
の
明
確
化
の
た
め
に
、
よ
う
や
く
二
〇
〇
八
年
九
月
二
四
日
の
四
判
決
か
ら
、
こ
の

概
念
の
立
直
し
に
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ
る（

３２
）。

両
者
の
関
連
の
明
確
化
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
り
、
今
後
の
破
毀
院
判
例
の
展
開
が
注
目

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
二
つ
の
制
度
の
並
存
状
況
は
、
同
じ
Ｅ
Ｕ
に
属
す
る
イ
ギ
リ
ス
で
も
み
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
二
〇
〇
三
年
以
来
、
Ｅ

Ｕ
の
前
記
諸
指
令
を
受
け
て
、
各
種
差
別
禁
止
法
規
を
順
次
改
正
し
て
い
る
が
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
差
別
と
す
る
各
種
差
別
禁
止
法
規
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
不
法
行
為
類
型
を
規
定
す
る
一
九
九
七
年
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法
に
象
徴
さ
れ
る
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法
と
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
、
規
制
方
法
及
び
手
続
が
異
な
っ
て
お

り
、
両
者
の
統
一
は
困
難
な
状
況
に
あ
る（

３３
）。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
性
別
、
人
種
等
の
差
別
禁
止
事
由
に
基
づ
く
も
の
に
限
ら
れ
ず
、
個
人
的
好
き
嫌
い
な
ど
に

よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
不
利
益
取
扱
と
定
義
さ
れ
る
差
別
（discrimination

）
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（harassment

）
に
完
全
に
適
合
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
差
別
禁
止
法
は
、
従
来
明
示
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止
規
定
が
な
い
た
め
見

逃
さ
れ
て
き
た
行
為
に
対
す
る
救
済
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
と
の
指
摘
が
あ
る（

３４
）。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
隣
国
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
男
女
雇
用
平
等
法
（
一
九
九
九
年
五
月
七
日
の
法
律
）
に
よ
り
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
性
差
別
の
一
類
型
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
が
、
上
記
Ｅ
Ｕ
諸
指
令
に
よ
る
国
内
法
修
正
に
際
し
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
や
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
「
労
働
に
お
け
る
福
祉
」
と
い
う
概
念
の
中
に
位
置
づ
け
、
労
働
者
の
た
め
の
福
祉
政
策
の
中
の

新
し
い
分
野
と
し
て
そ
れ
ら
を
規
制
し
、
そ
れ
ら
の
予
防
と
労
働
者
保
護
を
重
視
す
る
法
律
で
あ
る
、
「
労
働
に
お
け
る
暴
力
、
モ
ラ
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
又
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
二
〇
〇
二
年
六
月
一
一
日
の
法
律
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
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同
法
を
改
正
し
た
二
〇
〇
七
年
一
月
一
〇
日
の
法
律
は
、
同
法
の
理
念
を
基
礎
に
労
働
環
境
リ
ス
ク
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
労
働
環
境
リ

ス
ク
や
社
会
心
理
的
負
荷
を
重
視
し
た
制
度
を
策
定
し
て
い
る（

３５
）。

こ
の
ほ
か
、
他
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
も
、
上
記
Ｅ
Ｕ
諸
指
令
が
発
せ
ら
れ
る
ま
で
、
多
様
な
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
法

的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
ら
れ
て
き
た
が
、
各
国
の
Ｅ
Ｕ
諸
指
令
に
従
っ
た
国
内
法
修
正
に
よ
っ
て
も
、
従
来
の
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
変
更

の
有
無
・
程
度
の
違
い
は
あ
る
が
、
何
ら
か
の
形
で
存
続
し
て
い
る
の
で
あ
る（

３６
）。

わ
が
国
は
、
周
知
の
通
り
、
英
米
法
諸
国
と
は
異
な
り
、
差
別
法
理
が
発
達
し
て
い
な
い
国
で
あ
り
、
英
米
や
Ｅ
Ｕ
指
令
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
差
別
禁
止
法
も
存
在
し
て
い
な
い（

３７
）。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
①
企
業
方
針
策
定
・
従
業
員
啓
発
、
②
相

談
窓
口
設
置
、
③
迅
速
・
公
正
な
対
応
、
④
関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
・
被
害
者
の
不
利
益
取
扱
禁
止
等
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
事
業
主
の
措
置
義
務
を
定
め
る
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
第
一
一
条
が
、
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す
る
も
の
か
、

厳
格
な
意
味
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
規
制
す
る
も
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い（

３８
）。

同

条
が
た
と
え
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
わ
が
国
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
は
人
格
権
侵
害
の
不
法
行
為
等
の
民
事
判
例
を
中
心
に
法
理
が
形
成
さ
れ
て
き
て
お
り
、
差
別
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
理
構
築
は
こ
れ

か
ら
の
課
題
で
あ
る（

３９
）。

ま
た
、
労
働
者
福
祉
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
労
働
安
全
衛
生
）
の
観
点
か
ら
の
制
度
整
備
も
こ
れ
か
ら
の
課
題
で

あ
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
状
況
は
、
差
別
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
拘
ら
ず
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
の
今
後
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法
理
や
制
度
整
備
を
考
え
る
う
え
で
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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註（
１
）
こ
の
よ
う
な
論
理
構
成
に
つ
い
て
は
、キ
ャ
サ
リ
ン
・
Ａ
・
マ
ッ
キ
ノ
ン
教
授
の
功
績
大
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。と
く
に
、Catharine

A
.M

acK
innon,SexualHarassmentofW

orking
W

omen,Y
ale

U
niversity

Press,1979.

を
参
照
。

（
２
）
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
主
要
各
国
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
改
訂
版

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
理
〜
職

場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
日
本
の
比
較
法
的
検
討
』
労
働
法
令
、
二
〇
〇
四

年
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
３
）
詳
し
く
は
、
前
掲
拙
著
一
六
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
４
）

D
anièle

Lochak:La
notion

de
discrimination

dans
le

droit
français

et
le

droit
européen,dans

M
iyoko

Tujimura
et

D
anièle

Lochak
éd.,L’égalité

des
sexes:La

discrimination
positive

en
question,Sécurité

de
législation

comparée,2006,pp.50et
s.

こ
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
理
」
法
律
論
叢
八
一
巻
二
・
三
合
併
号
三
二
九
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）

Claire
A
ubin

et
Benjamin

Joly:
D
e

l’égalité
à

la
non-discrimination:

le
développement

d’une
politique

européenne
et

ses
effets

sur
l’approche

française,D
roitsocial,2007,p.1299.

（
６
）
二
〇
〇
八
年
五
月
二
七
日
の
法
律
制
定
と
の
関
連
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
破
毀
院
が
、
同
年
九
月
二
四
日
の
四
判
決
に
よ
り
厳
密
な
意
味
で
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
概
念
の
立
直
し
に
着
手
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
破
毀
院
の
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
概
念
立
直
し
〜
ブ
ル
ダ
ン
夫
人

対
セ
ル
カ
社
メ
デ
ィ
カ
ル
・
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
事
件
」
労
働
法
律
旬
報
一
七
〇
〇
号
二
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
７
）

D
.Lochak,op.cit.,p.54.

前
掲
拙
稿
「
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
理
」
三
三
〇
頁
以
下
。
な
お
、
Ｅ
Ｕ
指
令
が
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
濱
口
桂
一
郎
「
Ｅ
Ｕ
指
令
に
見
る
男
女
平
等
の
展
開
」
世

界
の
労
働
五
九
巻
一
〇
号
四
一
頁
を
参
照
。

（
８
）

Siobhan
M

cInerney:
Equal

treatment
between

persons
irrespective

of
racial

or
ethnic

origin:
a

comment,
European

Law
Review,2003,pp.317et

s.;M
iriam

D
riessen-Reilly

and
Bart

D
riessen:

D
on’t

shoot
the

messenger:
A

look
at

Community
law

relating
to

harassmentin
the

workplace,European
Law

Review,2003,p.494.

（
９
）

Lucy
V
ickers:Is

allharassment
equal?,The

Cambridge
Law

Journal,N
ovember

2006,p.583.;Lisa
W

addington
and

M
ark

Bell:M
ore

equalthan
others:D

istinguishing
European

U
nion

equality
directives,Common

M
arketLaw

Review,2001,p.595.

（
１０
）

M
.D

riessen-Reilly
and

B.D
riessen,op.cit.,p.498,p.506.

（
１１
）

Evelyn
Ellis,EU

A
nti-D

iscrimination
Law,O

xford
U
niversity

Press,2005,p.239.
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（
１２
）
詳
し
く
は
、
前
掲
拙
著
四
三
頁
以
下
、
三
七
九
頁
以
下
、
及
び
前
掲
拙
稿
「
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
理
」
三
三
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
１３
）

C.
A
ubin

et
B.

Joly,
op.cit.,

pp.1294
et

s.;
Rapport

annuel
2008

de
la

Cour
de

cassation
-

Les
discriminations

dans
la

jurisprudence
de

la
Cour

de
cassation,La

documentation
française,2009,pp.104

ets.

（
１４
）

Sylvie
BourgeotetM

ichelBlatman,L’étatde
santé

du
salarié,2e

édition,Editions
Liaisons,2009,pp.185

ets.

（
１５
）

Rapportannuel2008
de

la
Cour

de
cassation,précité,p.105.

（
１６
）

Elisaveta
Petkova:

Licenciement
pour

inaptitude:
harcèlement

moral
et/ou

comportement
fautif

?,
JCP,

E,
6

mars
2008,

1336,p.46.

（
１７
）
ミ
シ
ェ
ル
・
グ
リ
マ
ル
デ
ィ
「
二
一
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
使
命
〜
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
峙
す
る
大
陸
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三

七
五
号
九
五
頁
。

（
１８
）

O
dile

G
abriel-Calixte:La

loi
du

27
mai

2008
portant

diverses
dispositions

d’adaptation
au

droit
communautaire

dans
le

domaine
de

la
lutte

contre
les

discriminations,Petites
affiches,7

janvier
2009,p.5.

た
だ
し
、
刑
法
典
上
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
及
び
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
罪
に
つ
い
て
も
反
復
性
の
要
件
を
廃
止
す
べ
き
と
の

主
張
も
あ
る
。A

rnaud
Coche:Les

consequences
pour

les
victimes

des
efforts

jurisprudentiels
destinés

à
compenser

l’imprécision
de

l’incrimination
de

harcèlementmoral,JCP,E,5
février

2009,1147,p.38.

（
１９
）

S.BourgeotetM
.Blatman,op.cit.,p.191.

（
２０
）

M
arie-Thérèse

Lanquetin:D
iscrimination:la

loi
d’adaptation

au
droit

communautaire
du

27
mai

2008,D
roit

social,2008,
p.781.

（
２１
）
前
掲
拙
著
一
八
頁
以
下
、
四
三
頁
以
下
。

（
２２
）

PascalLokiec:D
iscrimination

Law
in

France,in
Roger

Blanpain,Hiroya
N
akakubo,TakasiA

raki(eds),N
ew

D
evelopments

in
EmploymentD

iscrimination
Law,K

luwer
Law

International,2008,p.95.

（
２３
）

Rapportannuel2008
de

la
Cour

de
cassation,précité,pp.104

ets.

（
２４
）

CyrilW
olmark:D

roitdu
travailseptembre

2008-décembre
2008,D

.no
9,2009,p.595.

（
２５
）

M
.-T.Lanquetin,op.cit.,p.781.

（
２６
）

O
.G

abriel-Calixte,op.cit.,p.5.

（
２７
）

M
émento

pratique
Francis

Lefebvre
2009,Editions

Francis
Lefebvre,2009,p.253.
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（
２８
）

O
.G

abriel-Calixte,op.cit.,p.5.
（
２９
）
神
尾
真
知
子
「
海
外
法
律
情
報
・
フ
ラ
ン
ス
〜
差
別
と
の
闘
い
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
六
九
号
九
六
頁
、
奥
田
香
子
「
Ｅ
Ｃ
指
令
の
国
内
法
化
に
よ

る
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
制
へ
の
影
響
」
日
本
労
働
研
究
雑
誌
五
九
〇
号
五
七
頁
、
鈴
木
尊
絋
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
差
別
禁
止
法
及
び
差
別
防
止
機
構

法
制
」
外
国
の
立
法
二
四
二
号
五
五
頁
以
下
。

（
３０
）

D
anielBorrillo,Le

droitdes
sexualités,P.U

.F.,2009,p.188.

（
３１
）

S.BourgeotetM
.Blatman,op.cit.,pp.206

ets.

（
３２
）
前
掲
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
破
毀
院
の
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
概
念
立
直
し
」
二
八
頁
以
下
。Céline

Leborgne-Ingelarre:Le
contrôle

de
la

qualification
de

harcèlementmoralpar
la

Cour
de

cassation,JCP,E,20
novembre

2008,2403,p.56.

（
３３
）
詳
し
く
は
、
前
掲
拙
稿
「
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
理
」
三
三
二
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月
に
、
従

来
の
各
種
差
別
禁
止
法
規
の
統
一
を
実
現
す
る
平
等
法
案
が
議
会
に
上
程
さ
れ
審
議
中
で
あ
る
が
（
鈴
木
隆
「
海
外
労
働
事
情
・
イ
ギ
リ
ス
〜
差
別

禁
止
に
関
す
る
法
律
間
で
の
整
合
性
の
欠
如
の
解
消
〜
平
等
法
案
の
上
程
」
労
働
法
律
旬
報
一
七
〇
六
号
一
六
頁
以
下
）、
こ
の
問
題
の
解
決
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。

（
３４
）

A
ileen

M
cColgan:

Harassment,
in

D
agmar

Schiek,
Lisa

W
eddington

and
M

ark
Bell

ed.,
Cases,

M
aterials

and
Text

on
N
ational,Supranationaland

InternationalN
on-D

iscrimination
Law,HartPublishing,2007,pp.477

ets.

（
３５
）
大
和
田
敢
太
「
労
働
環
境
リ
ス
ク
に
対
す
る
立
法
的
規
制
」
滋
賀
大
学
環
境
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
六
巻
一
号
四
七
頁
以
下
、
同
「
海
外

労
働
事
情
・
ベ
ル
ギ
ー
〜
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
労
働
で
の
い
じ
め
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止
法
（
二
〇
〇
七
年
一
月
一
〇
日
法
）」労
働
法
律
旬
報
一
六

九
五
号
四
二
頁
以
下
。

（
３６
）

A
.M

cColgan,op.cit.,p.517.

（
３７
）
拙
稿
「
労
働
と
法
・
私
の
論
点
〜
改
正
均
等
法
と
差
別
法
理
形
成
」
労
働
法
律
旬
報
一
七
四
四
号
四
頁
以
下
。

（
３８
）
均
等
法
一
一
条
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
二
〇
〇
六
年
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
改
正
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
平
成
法
政
研
究

一
二
巻
一
号
五
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
３９
）
わ
が
国
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法
理
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〜
福
岡
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
事
件
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
・
労
働
判
例
百
選
〔
第
八
版
〕（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
四
二
頁
以
下
を
参
照
。
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＊
翻
訳
資
料

共
同
体
法
差
別
禁
止
分
野
へ
の
適
合
規
定
を
定
め
る
二
〇
〇
八
年
五
月
二
七
日
の
法
律

国
民
議
会
及
び
上
院
は
、
こ
の
法
律
を
採
択
し
、
共
和
国
大
統
領
が
、
こ
の
法
律
を
公
布
す
る
。

第
一
条

直
接
差
別
と
は
、
民
族
若
し
く
は
人
種
へ
の
真
実
の
若
し
く
は
推
定
に
よ
る
帰
属
若
し
く
は
不
帰
属
、
宗
教
、
信
条
、
年
齢
、
障
害
、
性
的
嗜

好
又
は
性
に
基
づ
い
て
、
人
が
、
現
在
、
過
去
又
は
未
来
に
お
け
る
比
較
可
能
な
状
況
に
お
い
て
、
他
の
人
よ
り
不
利
益
に
取
り
扱
わ
れ
る
状
況
を
い

う
。間

接
差
別
と
は
、
外
観
上
は
中
立
的
な
規
定
、
基
準
又
は
慣
行
で
、
第
一
項
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
い
て
、
あ
る
人
に
対
し
て
他
の
人

に
対
し
て
よ
り
も
特
別
の
不
利
益
を
引
き
起
こ
す
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
規
定
、
基
準
又
は
慣
行
が
、
正
当
な
目
的
に
よ
り
客
観
的
に
正
当
化

さ
れ
、
か
つ
、
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
が
、
必
要
か
つ
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

差
別
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
。

１

人
が
被
る
、
そ
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
目
的
若
し
く
は
効
果
を
有
し
又
は
脅
迫
的
、
敵
対
的
、
屈
辱
的
若
し
く
は
攻
撃
的
な
環
境
を
創
り
だ
す
目
的

若
し
く
は
効
果
を
有
す
る
行
為
で
、
第
一
項
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
関
わ
る
行
為
及
び
性
的
意
味
を
有
す
る
行
為
。

２

第
二
条
が
禁
止
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
を
他
人
に
命
じ
る
行
為
。

第
二
条

次
に
掲
げ
る
規
定
は
、
平
等
原
則
遵
守
を
保
障
す
る
他
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

１

民
族
若
し
く
は
人
種
へ
の
真
実
の
若
し
く
は
推
定
に
よ
る
帰
属
若
し
く
は
不
帰
属
に
基
づ
く
直
接
若
し
く
は
間
接
の
差
別
は
、
社
会
保
護
、
健
康
、

社
会
的
利
益
、
教
育
、
財
産
役
務
へ
の
ア
ク
セ
ス
又
は
財
産
役
務
供
給
に
つ
い
て
禁
止
さ
れ
る
。

２

民
族
若
し
く
は
人
種
へ
の
真
実
の
若
し
く
は
推
定
に
よ
る
帰
属
若
し
く
は
不
帰
属
、
宗
教
、
信
条
、
年
齢
、
障
害
又
は
性
的
嗜
好
に
基
づ
く
直
接

若
し
く
は
間
接
の
差
別
は
、
労
働
組
合
若
し
く
は
職
業
組
織
へ
の
加
入
及
び
参
加
、
そ
の
供
給
す
る
利
益
、
雇
用
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
雇
用
、
職
業
教

育
、
労
働
、
独
立
労
働
又
は
非
労
働
者
、
労
働
条
件
及
び
昇
進
に
つ
い
て
禁
止
さ
れ
る
。

こ
の
原
則
は
、
別
異
の
取
扱
い
が
本
質
的
か
つ
決
定
的
な
職
業
上
の
必
要
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
目
的
が
正
当
で
、
必
要
性
に
見
合
っ

た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
由
に
基
づ
く
別
異
の
取
扱
い
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

３

直
接
又
は
間
接
の
差
別
は
、
妊
娠
、
出
産
又
は
出
産
休
暇
に
つ
い
て
禁
止
さ
れ
る
。

こ
の
原
則
は
、
こ
れ
ら
の
事
由
に
つ
い
て
女
性
の
た
め
に
講
じ
る
措
置
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

４

性
に
基
づ
く
直
接
又
は
間
接
の
差
別
は
、
財
産
役
務
へ
の
ア
ク
セ
ス
又
は
財
産
役
務
供
給
に
つ
い
て
禁
止
さ
れ
る
。
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こ
の
原
則
は
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

―

財
産
役
務
供
給
が
、
専
ら
又
は
本
質
的
に
、
男
性
又
は
女
性
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
、
正
当
な
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
手
段
が
必
要
か
つ
適
切
で
あ
る
と
き
に
、
性
に
よ
り
異
な
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
。

―

社
会
保
障
法
典
Ｌ
・
一
一
一
―
七
条
に
定
め
る
条
件
に
従
い
手
当
を
計
算
す
る
こ
と
及
び
社
会
保
障
給
付
を
す
る
こ
と
。

―

性
に
よ
り
学
生
を
編
成
す
る
教
育
組
織
。

第
三
条

差
別
行
為
を
誠
実
に
証
言
し
た
者
又
は
陳
述
し
た
者
は
、
そ
の
故
を
も
っ
て
不
利
益
に
取
り
扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
条
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
差
別
に
服
し
た
こ
と
又
は
服
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
人
に
不
利
益
な
決
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
条

直
接
又
は
間
接
の
差
別
の
被
害
者
と
思
慮
す
る
者
は
、
管
轄
裁
判
所
に
、
そ
の
存
在
を
推
定
せ
し
め
る
事
実
を
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

要
素
に
つ
い
て
、
問
題
の
措
置
は
、
差
別
に
関
わ
ら
な
い
客
観
的
要
素
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
す
る
の
は
、
被
告
と
さ
れ
る
当
事
者
と
す

る
。本

条
は
、
刑
事
裁
判
所
に
は
適
用
し
な
い
。

第
五
条

第
一
条
乃
至
第
四
条
及
び
第
七
条
乃
至
第
一
〇
条
は
、
す
べ
て
の
公
私
人
及
び
独
立
職
業
活
動
を
行
う
者
に
適
用
さ
れ
る
。

前
項
に
掲
げ
る
条
文
は
、
Ｅ
Ｕ
非
加
盟
国
国
民
及
び
無
国
籍
者
の
入
国
及
び
滞
在
に
関
す
る
規
定
及
び
条
件
を
妨
げ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
。

第
六
条

労
働
法
典
を
、
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

１

Ｌ
・
一
一
三
二
―
一
条
及
び
Ｌ
・
一
一
三
四
―
一
条
末
尾
項
の
『
直
接
又
は
間
接
の
』
の
後
に
、
『
共
同
体
法
差
別
禁
止
分
野
へ
の
適
合
規
定
を

定
め
る
二
〇
〇
八
年
五
月
二
七
日
の
法
律
第
一
条
が
定
め
る
』
を
加
え
る
。

２

Ｌ
・
一
一
三
三
―
一
条
、
Ｌ
・
一
一
三
三
―
二
条
及
び
Ｌ
・
一
一
三
三
―
三
条
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
Ｌ
・
一
一
三
三
―
二
条
、
Ｌ
・
一
一
三
三
―
三

条
及
び
Ｌ
・
一
一
三
三
―
四
条
と
す
る
。

３

Ｌ
・
一
一
三
三
―
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

『
Ｌ
・
一
一
三
三
―
一
条

別
異
の
取
扱
が
本
質
的
か
つ
決
定
的
な
職
業
的
必
要
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
目
的
が
正
当
で
、
必
要
性
に
見

合
っ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
Ｌ
・
一
一
三
二
―
一
条
は
、
別
異
の
取
扱
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。』

４

本
条
第
二
号
に
よ
る
Ｌ
・
一
一
三
三
―
二
条
第
二
項
を
、
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

『
年
齢
に
基
づ
く
別
異
の
取
扱
が
、
正
当
な
目
的
、
と
く
に
、
労
働
者
の
安
全
衛
生
の
確
保
、
職
業
参
入
促
進
、
そ
の
雇
用
、
職
階
変
更
又
は
失

業
時
の
補
償
の
確
保
、
に
よ
り
客
観
的
か
つ
合
理
的
に
正
当
化
さ
れ
、
か
つ
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
が
必
要
で
か
つ
必
要
性
に
見
合
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っ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
年
齢
に
基
づ
く
別
異
の
取
扱
は
、
差
別
と
な
ら
な
い
。』

５

Ｌ
・
一
一
四
二
―
二
条
第
一
項
を
、
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

『
一
方
の
性
で
あ
る
こ
と
が
、
本
質
的
か
つ
決
定
的
な
職
業
的
必
要
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
目
的
が
正
当
で
、
必
要
性
に
見
合
っ
た
も
の

で
あ
る
と
き
は
、
Ｌ
・
一
一
四
二
―
一
条
は
適
用
し
な
い
。』

６

Ｌ
・
一
一
四
二
―
六
条
を
、
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

『
Ｌ
・
一
一
四
二
―
六
条

刑
法
典
第
二
二
五
―
一
条
乃
至
第
二
二
五
―
四
条
を
、
職
場
及
び
採
用
場
所
又
は
採
用
場
所
入
口
に
掲
示
す
る
。』

７

Ｌ
・
二
一
四
一
―
一
条
を
、
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

『
Ｌ
・
二
一
四
一
―
一
条

労
働
者
は
、
自
己
の
選
択
す
る
労
働
組
合
に
自
由
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
Ｌ
・
一
一
三
二
―
一
条
に
掲
げ
る
事

由
の
い
ず
れ
か
の
た
め
に
、
そ
れ
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。』

８

Ｌ
・
五
二
一
三
―
六
条
末
尾
項
の
『
Ｌ
・
一
一
三
三
―
二
条
』
を
『
Ｌ
・
一
一
三
三
―
三
条
』
と
改
め
る
。

第
七
条

刑
法
典
第
二
二
五
―
三
条
第
三
号
を
、
次
に
掲
げ
る
第
三
号
乃
至
第
五
号
に
改
め
る
。

『
３

性
、
年
齢
又
は
身
体
的
外
観
が
本
質
的
か
つ
決
定
的
な
職
業
的
必
要
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
目
的
が
正
当
で
、
必
要
性
に
見
合
っ
た
も

の
で
あ
る
と
き
の
、
採
用
に
関
す
る
性
、
年
齢
又
は
身
体
的
外
観
に
基
づ
く
差
別
。』

『
４

こ
の
差
別
が
性
的
暴
行
の
被
害
者
保
護
、
私
生
活
尊
重
の
配
慮
、
礼
儀
、
両
性
平
等
若
し
く
は
男
女
の
利
益
の
促
進
、
結
社
の
自
由
又
は
ス
ポ

ー
ツ
組
織
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
と
き
の
、
財
産
役
務
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
性
に
基
づ
く
差
別
。』

『
５

公
務
員
身
分
規
定
に
よ
る
と
き
の
、
国
籍
を
理
由
と
す
る
採
用
拒
否
。』

第
八
条

Ｉ

共
済
組
合
法
典
Ｌ
・
一
一
二
―
一
条
の
後
に
、
次
に
掲
げ
る
Ｌ
・
一
一
二
―
一
―
一
条
を
置
く
。

『
Ｌ
・
一
一
二
―
一
―
一
条

Ⅰ

保
険
料
及
び
給
付
に
関
す
る
い
か
な
る
別
異
の
取
扱
も
、
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

妊
娠
出
産
費
用
は
、
保
険
料
及
び
給
付
に
関
し
て
、
女
性
に
不
利
益
取
扱
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。

保
険
計
理
及
び
統
計
上
の
正
当
か
つ
明
確
な
デ
ー
タ
が
、
性
別
が
保
険
リ
ス
ク
評
価
に
お
い
て
決
定
的
要
素
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
き
は
、

第
一
項
に
定
め
る
場
合
を
除
い
て
、
共
済
組
合
を
主
管
す
る
大
臣
は
、
ア
レ
テ
に
よ
り
、
性
別
を
考
慮
し
、
か
つ
、
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
別
異
の
保
険

料
及
び
給
付
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

保
険
活
動
を
す
る
共
済
組
合
及
び
組
合
は
、
任
意
加
入
給
付
又
は
疾
病
、
出
産
若
し
く
は
事
故
補
償
の
個
人
契
約
及
び
団
体
契
約
に
つ
い
て
は
、
前

項
の
規
定
に
服
さ
な
い
。

Ⅱ

共
済
組
合
を
主
管
す
る
大
臣
の
ア
レ
テ
は
、
Ⅰ
の
第
三
項
が
定
め
る
デ
ー
タ
を
、
Ｌ
・
二
二
三
―
一
〇
―
一
条
が
掲
げ
る
専
門
機
関
が
収
集
又
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は
集
計
す
る
条
件
及
び
専
門
機
関
へ
の
そ
の
伝
達
条
件
を
定
め
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
更
新
さ
れ
、
こ
の
ア
レ
テ
が
定
め
る
条
件
の
も
と
に
、

Ⅰ
の
第
三
項
に
定
め
る
ア
レ
テ
の
施
行
日
ま
で
に
、
公
表
さ
れ
る
。

Ⅰ
の
第
三
項
が
定
め
る
デ
ー
タ
は
、
例
外
的
に
、
人
の
寿
命
に
関
し
て
、
共
済
組
合
を
主
管
す
る
大
臣
が
公
認
し
定
期
的
に
更
新
さ
れ
る
公
認
テ
ー

ブ
ル
、
又
は
共
済
組
合
若
し
く
は
組
合
に
よ
る
性
別
若
し
く
は
性
別
に
よ
ら
な
い
テ
ー
ブ
ル
で
、
こ
れ
ら
か
ら
独
立
し
た
保
険
計
理
人
の
認
証
を
得
た

も
の
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
保
険
計
理
人
は
、
Ｌ
・
五
一
〇
―
一
条
が
定
め
る
審
査
機
関
が
認
定
す
る
保
険
計
理
人
協
会
の

い
ず
れ
か
の
認
定
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅲ

本
条
は
、
社
会
保
障
法
典
Ｌ
・
九
一
一
―
一
条
が
定
め
る
条
件
の
も
と
に
締
結
さ
れ
る
保
険
契
約
以
外
の
契
約
に
も
適
用
す
る
。

Ⅳ

本
条
は
、
施
行
日
か
ら
、
個
別
加
入
及
び
出
資
申
込
を
受
け
た
団
体
保
険
へ
の
加
入
に
適
用
す
る
。』

Ⅱ

社
会
保
障
法
典
Ｌ
・
九
三
一
―
三
―
一
条
の
後
に
、
次
に
掲
げ
る
Ｌ
・
九
三
一
―
三
―
二
条
を
加
え
る
。

『
Ｌ
・
九
三
一
―
三
―
二
条

Ⅰ

保
険
料
及
び
給
付
の
別
異
は
、
性
に
基
づ
い
て
は
な
ら
な
い
。

前
項
は
、
女
性
に
対
す
る
妊
娠
出
産
に
関
す
る
給
付
の
付
与
を
妨
げ
な
い
。

第
一
項
に
定
め
る
場
合
を
除
い
て
、
社
会
保
険
を
主
管
す
る
大
臣
は
、
ア
レ
テ
に
よ
り
、
性
別
を
考
慮
し
、
か
つ
、
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
別
異
の
保

険
料
及
び
給
付
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

互
助
扶
助
機
関
及
び
そ
の
組
合
は
、
疾
病
、
出
産
又
は
事
故
の
補
償
の
個
人
契
約
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
服
さ
な
い

Ⅱ

社
会
保
険
を
主
管
す
る
大
臣
の
定
め
る
ア
レ
テ
は
、
Ⅰ
の
第
三
項
が
掲
げ
る
デ
ー
タ
を
社
会
保
障
法
典
Ｌ
・
九
三
二
―
九
―
二
条
が
掲
げ
る
専

門
機
関
が
収
集
又
は
集
計
す
る
条
件
、
及
び
専
門
機
関
へ
の
そ
の
伝
達
条
件
を
定
め
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
更
新
さ
れ
、
こ
の
ア
レ
テ
が
定
め

る
条
件
の
も
と
に
、
Ⅰ
の
第
三
項
に
定
め
る
ア
レ
テ
の
施
行
日
ま
で
に
、
公
表
さ
れ
る
。

Ⅰ
の
第
三
項
が
定
め
る
デ
ー
タ
は
、
例
外
的
に
、
人
の
寿
命
に
関
し
て
、
社
会
保
険
を
主
管
す
る
大
臣
が
公
認
し
定
期
的
に
更
新
さ
れ
る
公
認
テ
ー

ブ
ル
、
又
は
相
互
扶
助
機
関
及
び
そ
の
組
合
に
よ
る
性
別
若
し
く
は
性
別
に
よ
ら
な
い
テ
ー
ブ
ル
で
、
こ
れ
ら
か
ら
独
立
し
た
保
険
計
理
人
の
認
証
を

得
た
も
の
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
保
険
計
理
人
は
、
Ｌ
・
五
一
〇
―
一
条
が
定
め
る
審
査
機
関
が
認
定
す
る
保
険
計
理
人
協

会
の
い
ず
れ
か
の
認
定
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅲ

本
条
は
、
個
人
的
出
資
契
約
に
そ
の
発
効
日
か
ら
適
用
す
る
。
本
条
は
、
例
外
的
に
、
一
時
的
な
性
格
の
も
の
を
含
む
終
身
年
金
契
約
ス
ト
ッ
ク

に
、
そ
の
発
効
日
か
ら
適
用
す
る
。』

第
九
条

差
別
禁
止
及
び
平
等
の
た
め
の
高
等
機
関
を
創
設
す
る
二
〇
〇
四
年
一
二
月
三
〇
日
の
法
律
第
Ⅱ
編
は
、
廃
止
す
る
。

第
一
〇
条

こ
の
法
律
は
、
組
織
法
が
そ
れ
ら
の
制
度
の
権
限
を
留
保
し
て
い
な
い
限
り
に
お
い
て
、
す
べ
て
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
領
ポ
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リ
ネ
シ
ア
、
ワ
リ
ス
・
フ
ツ
ナ
諸
島
及
び
フ
ラ
ン
ス
領
南
極
に
適
用
す
る
。

こ
の
法
律
は
、
国
家
法
と
し
て
施
行
す
る
。

二
〇
〇
八
年
五
月
二
七
日
、
パ
リ
。ニ

コ
ラ
ス
・
サ
ル
コ
ジ


